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堤委員提出資料  

「授乳・離乳の支援ガイド」作成に向けての検討課題の例示  

一平成17年度児童関連サービス調査研究等事業報告書  

「授乳・離乳の新たなガイドイライン策定のための枠組みに関する研究」を中心に－  

定 離乳の基本」の改定に向けた課題  

ぷユ離乳の開始時期lこついて  

〈現状〉  

・「改定 離乳の基本」では、「およそ生後5か月になったころが適当」、「早くても4   

か月以降とすることが望ましい」、「発育が良好なら生後6か月中に開始することが   

望ましい」とされている。  

・離乳食開始時期は、生後5か月が47．5％、次いで生後6か月が23．9％であった＊。   

また、厚生労働省「平成17年度乳幼児栄養調査結果」においても、生後5か月が   

47．5％、次いで生後6か月が28．6％であり、10年前に比べ開始は遅くなる傾向。  

表1離乳食の開始時期  （単位：％）  

時期   昭和60年   平成7年   平成17年＋   

3か月未満   1．3   0．6   0．4   

3か月   10．8   7．0   4．2   

4か月   34．9   25．0   10．9   

5か月   32．3   43．5   47．5   

6か月   15．5   18．4   28．6   

7か月以降   5．2   5．4   8．3   

＋離乳食を開始していない場合及び「不詳」を除く（n＝2，596）  

資料：厚生労働省「平成1了年度乳幼児栄養調査結果」  

・離乳開始時期が7か月以降になると血中ヘモグロビン濃度が、6か月に開始した児  

よりも低くなることが報告されている（堤ちはる他、小児保健研究、64巻4号、  

602－611、2005）。  

〈検討のポイント〉  

－「およそ5か月になったころが適当」を「5、6か月ころが適当」とより幅を持たせ   

る表現にするなど、表現にエ夫が必要か。  
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廷L離乳期の食品の種類、量、調理形蟄仁ついて  

①食品の種類について   

く現状〉   

・米については離乳初期（5～6か月）から7割を超え、じゃがいも、にんじん、  

かぼちやも5割近く使用されている。一方、離乳の開始のころから調理法に気を  

つければ用いてもよいとされている「卵黄」は、離乳後期で5割を超えるなど、  

使用開始が遅い食品もみられる＊。  

表2 与えたことのある食品＊  （50％以上了5％未満： 、75％以上：  ）  

離乳期区分  

離乳後期  離乳完了期  

（9～11か月） （12～15か月）  

（1，529人）  （1，104人）  

離乳初期  離乳中期  

（5～6か月）   （7～8か月）  

（1，430人）   （1，136人）  

1，099（塑」）1，499（旦旦』）1，080（旦ヱ週）   
820（了2．2） 1，395（91．2） 1，054（95．5）  

米  1，070（空運）  

パン  440 （30．8）  

いも  

1，010（率j）1，480（旦虹旦）1，0了0（些j）   
903（79．5） 1，379（90．2） 1，024（92．8）  

じやがいも  656（45．9）  

さつまいも  536（37．5）  

たんばく質性食品  

全卵  

卵黄  

22 （1．5）  146（12．9）   806（里」）   85了（三三j）  

138 （9．7）   426（37．5）   801（52．4）   636（57．6）  

豆腐  457（32．0）   961（旦旦j）1，440（旦旦j）1，058（堕二旦）  

納豆  17 （1．2）   310（2了．3）   984（旦生J）   912（旦呈j）  

大豆  54 （3．8）   248（21．8）   816（旦旦」）   771（旦む＿蔓）  

白身魚  3了1（25．9）   836（空運）1，371（塑」）1，016（墾』）  

赤身魚  2 （0．1）   了8 （6．9）   454（29．7）   589（旦旦j）  

サバ  3 （0．2）   18 （1．6）  165（10．8）   345（31．3）  

鶏肉  100 （7．0）   498（43．8）1．181（ヱ1呈）   938（些二』）  

豚肉  7 （0．5）   87 （7．7）   728（47．6）   831（ヱ旦j）  

牛肉  5 （0．3）   51（4．5）   439（28．7）   599（54．3）  

牛乳  51（3．6）  178（15．了）   491（32．1）  

ヨーグルト  326（22．8）   762（67．1）1，293（84二旦）  

729（鱒二9）  

1，015（91．9）  

野菜・果物  

にんじん  706（49．4）  

かぼちや  690（4臥3）  

ほうれん草  547（38．3）  

1．045（旦旦」）  

1，040（旦生j）  

1，033（93．6）  

1，450（坦邁）  

1，441（坦j）  

1，399（91．5）  

1，015（塑j）  

1．012（塑」）   

931（82．0）  

大根  266（18．6）   670（5生旦）1，319（旦旦j）1，019（墾」蔓）  
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きやべつ  190（13．3）   525（46．2）1，101（ヱ呈』）   891（些」）  

たまねぎ  169（11．8）   547（48，2） 1．156（75．6）   924（83．7）  

リんご  了70（旦む塁）   975（墜運）1，388（旦虹旦）1，040（坦ヱ）  

みかん  375（26．2）   588（51．8） 1，097（71．了）   91了（83．1）  

〈検討のポイント〉  

・たんばく質供給源となる食品は、「卵、または豆腐、または乳製品、または魚、ま   

たは肉」の記述だが、卵を基本とするのではなく、使用実態にも考慮した食品の   

並びとしてはどうか。また、使用実態とかけ離れる食品については、「進め方の目   

安」の時期が適切か、改めて確認してはどうか。  

②量について  

く現状〉  

・「離乳食についてわからないこと」に関する保護者の回答では、「食べる適量がわ   

からない（46．4％）」が最も高率であった。「乳汁と離乳食のバランスがわからな   

い（16．3％）」も2番目に高率であった＊。  

表3 離乳食についてわからないこと＊  

項目   人数（割合％）   

食べる適量がわからない   2322（46．4）   

乳汁と離乳食のバランスがわからない   816（16．3）   

食べさせてよいものがわからない   781（15．6）   

離乳の進め方がわからない   748（14．9）   

離乳食の作り方がわからない   449（9．0）   

何時頃食べさせたらよいかわからない   292（5．8）   

1（検討のポイント〉  

・「改定 離乳の基本」では、穀類はじめ「食品」ごとに、1回当たり量としてグ   

ラム単位で表記されているが、子どもが食べる「食事」の量として理解しやすい   

内容としてはどのようなものが適切か。乳汁と離乳食のバランスに関しては、そ   

れぞれの与える回数での表記となっているが、理解しやすさという点からエ夫が   

必要か。  

③調理形態について  

く検討のポイント〉  

・「改定 離乳の基本」で、離乳食の進め方の目安に示されている調理形態につい   

ては、離乳初期「ドロドロ状」、離乳中期「舌でつぶせる固さ」、離乳後期「歯ぐ   

きでつぶせる固さ」といった「固さ」のみの記述となっているが、それ以外に補   

足する情報があるか。  

－3－   



軋摂食機能の発達への支援について   

〈現状〉   

・1才以上の子どもの食事で困っていることとして、「よくかまない」という回答  

が10年前に比べ、増加している（平成7年12．6％→平成17年20．3％）（厚生  

労働省「平成17年度乳幼児栄養調査結果」）。  

「  l  遊び食い  

偏食する  

むら食い  

食べるのに時間がかかる  

よくかまない  

ちらかし食い  

0  10  20  30  40  50  

図1食事で因っていること  

資料：厚生労働省「平成17年度乳幼児栄養調査結果」より一部抜粋  

・食品の固さは、離乳中期までの移行期間には5×104N／m2以下、離乳中期～後  

期児は5～10×104N／m2、離乳後期児では10～15×104N／m2であることが推察   

され、離乳初期～後期の乳児の処理できる固さの目安が得られたことが報告さ  

れている（大河内昌子他、小児歯科学雑誌、41巻1号、224－231、2003）。  

〈検討のポイント〉   

・「改定 離乳の基本」で離乳食の進め方の目安として示されている「調理形態」  

とともに、摂食機能の発達への支援の観点から、付加する情報はあるか。   

・離乳各期の食品の固さについて、摂食機能の発達の観点からわかりやすく表現で  

きないか。  

迎食物アレルギーへの対応について   

〈現状〉   

・「専門医の指導のもとで制限している食べ物がある」との回答が5．8％みられる  

一方で、「専門医の指導はないが、制限している食べ物がある」との回答が10．8％  

みられた＊。  
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イ改定 離乳の基本」では離乳食の進め方の目安として、5～6か月で卵黄、了～8  

か月で卵黄→全卵となっているが、与えた時期では、卵黄は5～6か月で9・了％、  

7～8か月で37．5％、9～11か月で52．4％、12～15か月で57・6％であり、全卵は  

7～8か月で12．9％、9～11か月で52．7％、12～15か月で77．6％という状況がみ   

られた（表2）■。  

く検討のポイント〉   

t「改定 離乳の基本」では、「卵アレルギーとして医師の指示のあった場合には、   

卵以外のたんばく質性食品を代替する。くわしくは医師と相談する0」「そば、   

さば、いか、たこ、えび、かに、貝類等は離乳初期・中期には控える。」との記   

述があるが、保護者向けには「食品の除去等については医師の指示により対応   

する。」ことを基本としたアドバイスを盛り込むとともに、離乳食等の相談窓口   

となる保健医療機関の専門職種向けには、授乳期および離乳期の乳児やその母   

親の栄養方法とアレルギー疾患の発症予防との関連について、現時点での文献   

の収集・分析から得られるエビデンスについて情報提供を行ってはどうか0  

！蝉捌こついて  
く現状〉  

．ベビーフードの生産量については、ここ10年間、レトルトを中心に、著しく増  

加している。  

（tさ  生  
30．ODO  
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図2 ベビーフードの生産統計（年次推移）  

日本ベビーフード協議会  
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・ベビー フードの使用状況は、10年前に比べて「よく使用した」者が増加（平成7  

年13．8％、平成17年28．0％）。「ときどき使用した」者とあわせると4人に3人  

が、離乳食にべビーフードを使用していた（厚生労働省「平成17年度乳幼児栄養  

調査結果」）。  

・また、使用方法については、「大人の忙しいときのみ食べている」が29．4％、「旅  

行や外出時のみ食べている」が28．9％みられる一方、「毎食食べている」という   

回答も11．5％みられた＊。  

く検討のポイント〉  

イ改定 離乳の基本」では、「離乳の進行状況に応じた適切なべビーフードを利用  

することもできる」という記述のみだが、ベビーフードの適切な利用に関する具  

体的な方法について盛り込んではどうか。  

、離乳がともに扱われることで生じる課題  

㈱プを与える必要性について  

〈現状〉  

イ離乳開始前に果汁を与えた」との回答は77．0％。果汁開始時期は、2か月が13t9％、   

3か月が29．3％であり、3か月までに与えた者が44．2％にのぼった㌔  

表4 離乳開始前の果汁＊  

項目   合計（割合％）   

果汁を与えていない   981（19．6）   

果汁を与えていた   3857（77．0）   

無回答   168（3．4）   

表5 果汁開始時期＊  

合計（割合％）  

52 （1．0）  

697（13．9）  

1469（29．3）  

1055（21．1）  

469（9．4）  

107（2．1）   

5（0．1）  

1149（23．0）  

1か月  

2か月  

3か月  

4か月  

5か月  

6か月  

7か月  

無回答  

・地域によっては、生後2～3か月の保護者を対象とした調査で、果汁開始時期が2  
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か月で76．3％との報告もある。果汁を飲んでいる場合の摂取頻度「毎日」が40．5％  

を占め、「毎日」摂取で50ml以上飲む割合は49．3％、最も多い量は120mlといっ  

たように、頻度が高くかつ多量に飲むケースも報告されている（新潟県市町村栄  

養士協議会「離乳食開始前の果汁摂取状況」：新潟県小児保健研究会報告、2003）。  

く検討のポイント〉  

】「改定 離乳の基本」には離乳開始前の記述はないが、母子健康手帳の保護者の   

記録欄「3～4か月頃」における「薄めた果汁やスープを飲ませていますか。」の   

記述をはじめ、離乳の準備に関する情報提供が多くみられる。離乳の準備として   

薄めた果汁やスープを与えることについて、これらを必要とする（必ず与えなけ   

ればならない）明確な根拠がなければ、あえて離乳開始前に母乳（ミルク）以外   

のものを推奨するような情報提供は行わないことでどうか。  

＊については、平成17年度児童関連サービス調査研究等事業報告書「授乳・離乳の  

新たなガイドライン策定のための枠組みに関する研究」（主任研究者：堤ちはる）  

財団法人こども未来財団、2006年2月から引用したものである。  
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瀧本委員提出資料  

海外における取組の状況について  

平成17年度児童関連サービス調査研究等事業報告書  

「－授乳・離乳の新たなガイドライン策定のための枠組みに関する研究」分担研究   

研究要旨   

先進国の母乳栄養や離乳に関する指針を比較検討した。多くが2003年のWHOの報告書1）  

を基礎にしていることが明らかとなった。すなわち、6ケ月までの母乳栄養の推奨と、6ケ月  

からの離乳の開始である。先進国のなかでも母乳栄養や育児に関する方針は若干違いが見ら  

れる。わが国の乳幼児の健康に関するデータを元に、現在の指針を再検討する必要があると  

考えられた。  

A．目的   

諸外国における授乳・離乳のガイドラインの策定状況およびその科学的根拠を把握す  

る。  

B．方法   

PubMedを用い、キーワードをbreastfeeding ORinfantfeeding、対象文献を  

metaanalysisとpracticeguidelmeに限定して検索。また、GoogleでbreastfeedingOR  

infantfbeding guidelmeで検索を行った。  

C．結果   

PubMed検索では計148件抽出された。ここからタイトルで絞り込み、さらに要約  

の内容で絞り込んだ結果45件にしぼった。このうち、Googleサーチの結果と重ねあわ  

せて絞りこんだ7件を対象に検討を行った。   

ここにあげたものの多くが2003年のWHOの報告書1）を基礎にしていることが明ら  

かとなった。すなわち、6ケ月までの母乳栄養の推奨と、6ケ月からの離乳の開始であ  

る。現在の「離乳の基本」は開始月齢を5ケ月としており、これを継承する場合にはわ  

が国独自の根拠を示す必要があると考えられた。   

この推奨を公開するに当たり、Kramerらが行った系統的レビューが参考とされた2）。  

この中で、母乳のみで乳児の栄養必要量を満たすことのできる月齢についての問題、早  

期の離乳開始による感染症の危険性の問題について、 4～6ケ月までの完全母乳栄養と、  

6ケ月までの完全母乳栄養との比較検討が行われている。   

20報の論文のレビューから、6ケ月間の完全母乳栄養による乳児の発育障害は認め  

られず、むしろ腸管感染症のリスクが低下し、母体の月経再開が遅れるといった利点が  
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認められた。しかし、他の感染症やアレルギー性疾患の予防効果は認められなかった。  

ここでいう「完全母乳栄養」の定義は参考とされた研究によって異なっており、母乳以  

外の一一切の食品（水を含む）を摂取させない場合から、母乳以外の乳汁は与えないが、  

他の食品は摂取する、という場合も含んでいる。   

現在、WHOの方針に沿っている国々は以下のとおりである3）。  

アフリカーカメルーン、ケープヴェルデ、中央アフリカ共和国、コートジボワール、ジ  

ブチ、エジプト、エリトリア、ガンビア、ガーナ、ギニア、ケニヤ、リベリア 、マラウ  

イ、モロッコ、モザンビー ク、ニジェール、ナイジェリア、ルワンダ、サオトームプリ  

ンチプ、南アフリカ、ウガンダ、ザンビア、ジンバブエ  

アメリカーアルゼンチン、ベリーズ、ボリビア、ブラジル、カナダ、チリ、コロンビ  

ア、コスタリカ、ドミニコ共和国、エクアドル、エルサルバドル、グアテマラ、ハイチ、  

ホンジュラス、ニカラグア、パナマ、パラグアイ、ペルー、ウルグアイ、ベネズエラ  

オセアニアーオーストラリア、キリバチ、ミクロネシア、パラウ  

アジアーカンボジア、インド、イラン、香港、ヨルダン、カザフスタン、キルギスタ  

ン、モルジブ、モンゴル、フィリピン、シンガポール、タジキスタン、トルクメニスタ  

ン、ウズベキスタン、イエメン  

ヨーロッパーボスニア、フランス、ベラルス、ブルガリア、チェコ共和国、グルジア、  

ドイツ、オランダ、スロバキア、イギリス  

イギリスの例4）：   

6ケ月以前に様々な食物を体験させることが言語の発達や好き嫌いをなくすために  

必要であるとする科学的根拠は不十分であるとしている。その理由として、Illingworth  

andLister5）の古典的な研究のなかで、岨囁活動ができる月齢になっても食物を与えな  

いでいるとその後の接触機能の発達に問題をきたす可能性があるとの一節が広く引用  

されたのではないかと指摘している。  

アイルランドの例6）：  

生後48時間以内、あるいは退院時に母乳を与えられている児が毎年2％以上増加する  

ことを目標としてあげている。  
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オーストラリアの例7）  

可能な限りすべての児が生後6ケ月まで完全母乳栄養が望ましい。さらに、母児が希望  

する限り生後12ケ月以降も母乳栄養の継続は問題ないとしている。児に状態によって  

は、生後6ケ月以前に離乳食を与えてもよいが、4ケ月より早期に与えるのは好ましく  

ない（，  

カナダの例8）：  

1．生後4ケ月までは母乳栄養を推奨  

2．4ケ月未満の児に水を与える場合は、最低2分間は沸騰させ殺菌したものを与える。  

3．母乳や育児用粉乳の摂取の妨げになるので、果汁の摂取は控えるDonotuseherbal   

teasorotherbeverages．  

4．ハーブティーやその他の噂好飲料を与えない。  

5．生後4～6ケ月で離乳食を開始する  

6．鉄欠乏の予防のため、鉄を添加したシリアルなどを始めての離乳食として与える。  

7．乳児に与える食品は清潔で適正な大きさと固さであり、栄養学的に問題なく安全に  

与えられなければならない。  

8．乳児ボツリヌス症の予防のため、1歳未満の乳児に蜂蜜を与えない。  

9．サルモネラ中毒の予防のため、卵はよく加熱し生卵を使った食品は与えない。  

10．固い食品、小さくて丸くすべすべした食品や粘り気のある食品は窒息の恐れがある  

ので与えないことが望ましい。  

11．乳幼児の食事のときは必ず見守ること。  

12．晴乳瓶を立てかけたまま授乳することは好ましくない  

米国9）：   

Kramerらの系統的レビューの結果を踏まえたうえで、先進国における研究からは生  

後4～6ケ月で離乳食を与え始めても大きな問題はないとしている。ただし、米国小児  

科学会の中で生後6ケ月からの開始が望ましいとする意見もある。  

D．考察   

表に示したように、先進国のなかでも母乳栄養や育児に関する方針は若干違いが見ら  

れる。わが国の乳幼児の健康に関するデータを元に、現在の指針を再検討する必要があ  

ると考えられた。  
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表．母乳栄養の期間と離乳開始時期の国際比較  

WHO   英国   アイルランド   カナダ   米国   オーストラリア 

母乳栄養の期間  6ケ月までの完全  6ケ月までの完全  6ケ月までの完全母  4ケ月までの完  6ケ月＊までの  6ケ月までの完全  

母乳栄養の推奨、  母乳栄養の推奨、  乳栄養の推奨、離乳  全母乳栄養の推  完全母乳栄養  母乳栄養の推奨、  

離乳開始後は母児  離乳開始後は母児  開始後は母児が望  奨   の推奨   離乳開始後は母  

が望む限り母乳栄  が望む限り母乳栄  む限り母乳栄養を  児が望む限り母  

養を継続   養を継続   継続  乳栄養を継続   

離乳開始時期   6ケ月から   6ケ月から   6ケ月から   生後4～6ケ月で  

離乳食を開始す  

る   始する   

＊母乳栄養に関する部会は6ケ月を推奨、しかし離乳食に関する部会は4～6ケ月を推奨   



（参考）  

諸外国における授乳・離乳のガイドライン  

与えることが望ましくない食品  離乳食の進め方  離乳開始の  母乳継続の  母乳について  

時期   時期   l   

イギリス1）  母乳は乳児に  生後6ケ月以降  母乳栄養児・人  離乳開始時には、調理後につぶした  〈生後6か月未満〉  

とって最適な  も適切な離乳  工栄養児ともに  にんじん、かぶ、いも、米、さつまいも  ・グルテンを含む小麦製品  

栄養源であり、  食とともに母乳  生後6ケ月で離  などや、つぶしたバナナ・アボガド、  ・種実類（ピーナツ含む）  

生後の最初の  を継績すること  乳を開始するこ  つぶした煮りんご■梨など、乳児用シ  ・卵  

6 ケ月間は完  が望ましい。   とが望ましい。  リアルに粉乳をまぜたものを与える。  ・魚介類  

全母乳栄養が  塩分や砂糖は加えない。   ・柑橘類や柑橘系の果汁  

望ましい。  飲料としての牛乳は12ケ月になるま  く生後6か月以降〉  

で与えないが、調理に用いるのはよ  離乳食には食塩を加える必要はない。  

い。   塩分の多いチーズ・ベーコン・ソーセージは控える。  

離乳食に慣れてきたら、つぶした肉  乳児用でない加工食品（パスタソース・シリアル・）  

類・魚類などを与える。また、つぶし  は塩分が多いので避ける  

た豆類やチーズなども与える。卵は  飲料や食事に加える砂糖は虫歯の原因となるので  

白身も黄身もよく加熱して与える。   控える。  

9ケ月くらいからはいも、パン、米など  蜂蜜は乳児ボツリヌス症の原因となることがあるの  

のでんぷん質の食品を1日3～4回  で1歳を過ぎるまで与えない。また蜂蜜は砂糖と同  

与える。果物や野菜も1日3～4サー  じく虫歯の原因となる。  

ビング与える。   アレルギーを起こしやすい食品もあるので新しい食  

品は一品目ずつ開始する。  

ブルーチーズなどのソフトチーズは1歳過ぎてから  

与えるべきである。  

コショウ・チリパウダーなどの香辛料は1歳過ぎて  

から与える。コリアンダーやクミン・シナモンなど刺  

激の少ないものはたまに与えてもよい。  



〈生後6か月以降〉  

鉄欠乏の予防のため、牛乳は生後12ケ月ごろから  

与える。  

1種類の穀物からなる乳児用シリア  

ルなど、低アレルゲン性の食品から  

開始し、次に野菜や果物、肉類と進  

鉄を含む離乳  

食を生後6ケ月  

ごろ開始。  

母乳栄養は乳  

児にもっとも適  

切で、生後6ケ  

2歳以降まで  オーストラリ  

ア2）  

月間は完全母  める。新しい食品はiつずつ試し、次  

乳栄養、それ  の新しい食品を始めるまで5～10日  

以降2歳を超  間様子を見る。鉄欠乏の予防のため  

えて与え続け  には鉄を添加したシリアルから開始  

てよい。  することが望ましい。後期ほど肉類  

やその他のたんばく質を多く含む食  

晶を与える。   

カナダ3）   生後4ケ月ま  特記なし   生後4－6ケ月で  果汁は与えなくてもよい。   〈生後6か月以降〉  

で完全母乳栄  離乳食を開始。  ハーブティーは禁止。   牛乳は9～12ケ月になってから与える。  

養が望ましい。  鉄添加のシリアルから開始すること  サルモネラ症の予防のため、卵はよく火を通し、生  

が望ましい。開始の順番としては、は  卵は与えない。  

じめにシリアル、次に野菜や果物、最  硬くつるつるとした表面の食 品は窒息の危険性が  

後に肉類やその代替品（肉、魚、加  あるので避ける。  

熱した卵黄、加熱した豆類、豆腐、チ  鉄欠乏の予防のため、鉄添加シリアルを与えるの  

ーズ・ヨーグルトなどの乳製品）であ  

る。  

卵白は食物アレルギーの予防のた  

め1歳過ぎまで通常与えない。   

米国4）5）   生後4ケ月ま  特記なし   生後4・6ケ月で  1種類の食品を1つずつ試す。新しい  〈生後6か月未満〉  

で完全母乳栄  離乳食を開始。  食品を与えた場合は、1週間程度様  果汁は生後6ケ月未満で与えない。  

養が望ましい。  新しい食品は1  子をみてアレルギー反応が起きない  〈生後6か月以降〉  

週間に1種類  か観察する。食品を与え始める順番  4歳以下の子どもでは、ナッツ類など窒息の危険の  

ずつ増やす。   については、特に根拠がないので考  あるものは与えない。  

慮しなくてよい。   離乳食には塩分や砂糖は加えない。  
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